
超音波センサを用いた広域屋内測位システム 

情報工学科 i-Androidの会 

背景と目的 

・屋外での測位システムとして，GPSがほぼ標準となっているが， 
  屋内ではGPS信号が届きにくく，誤差が大きい  
  → 屋内測位技術の検討 
 
・先行研究でWi-Fiの電波強度(RSSI)や受信時間(TOA)を用いた測位や 
  スマートフォン端末内蔵センサを利用した測位(PDR) などがあるが， 
  測位精度 の問題などから確立した屋内測位システムに至っていない 
 → 超音波測位システムの構築 
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RS-485による 
カスケード接続 

・カスケード接続による天井の配線負荷の軽減 
・温度情報は，音速の補正に利用 
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超音波測位の原理(逆GPS法) 
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・測位対象が 
  超音波を送信 
 
・超音波を4点 
  受信することで 
  測位する 
 
・時刻同期が不要 
  なためシステム 
  を簡素化できる 

提案システムの要素と技術 
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提案システムの構成 

・ユーザは，超音波発信機を搭載した帽子などを装着する． 
・ユーザのスマートフォン端末から測位結果をモニタする． 

 静止物体測位実験において誤差3cm以下の測位

が可能であることを確認した．また，標準偏差は
2mm以下であった． 

 移動物体測位実験として，模型列車に超音波送
信器を搭載し，移動体でも測位精度が劣化せず，
超音波測位が可能である事を確認した． 

実験結果 

今後  

・PDR（歩行者デッドレコニング）と組み合わせ，コスト面 
 を考慮した広域屋内測位を実現する． 
・スマートフォンの非可聴音を利用した測位の検討 

田中（博）・鈴木研究室：h_tanaka@ic.kanagawa-it.ac.jp  

研究室HP：http://www.tnklab.ic.kanagawa-it.ac.jp/tanakalab/index.htm  
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静止物体測位実験結果

平均X軸誤差 : 2.8cm
平均Y軸誤差 : 1.4cm
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